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会 議 名 第３回地域計画分科会 公 開

日 時
令和元年９月１３日（金）

午後７時３０分～午後９時３０分
場 所

一鍬田公民館

２階 会議室

出 席 者

（委員）

伊田雅美、小林勝則、加藤久美子、夏目祐輔、山本いづみ、

井上こずえ、滝川多嘉子

（事務局）

自治振興課：加藤課長

自治振興事務所：松井所長、森下主事

欠 席 者
（委員）

なし
傍 聴 者 ０名

配布資料 次第

１ 開会

分科会長が挨拶を行い、本日の分科会成立の報告及び会議録署名人の指名を行った。

２ ワークショップ

・ 地域計画の深堀りについて

地域計画の深堀りに関連して、八名地域における各地域活動団体の活動を八名地域全

体の活動として考える必要があると思われることから、各地域活動団体の状況などを把

握するため、意見交換会を開催することとなった。

また、各柱ごとの深堀りにおいて、都市計画、公共交通、防災に関する勉強会も必要

と思われることから、開催に向けて準備を進めていくこととなった。

地域計画の深堀りにおける主な意見は以下のとおり。

＜主な意見＞

広報

（委員）地域拠点を知らない方も多いと思われるので、今以上の発展が必要。

（委員）地域拠点にて情報収集等してくれる委員がバトンタッチできるようにしたい。

（委員）事業内容を明確にした方がよい。

（委員）来年度からは情報発信も重点的に行いたい。

共育

（委員）共育コーディネーターの活動として、講師と共育活動団体をつなぎ、子どもた

ちへ体験の場を提供してあげることは重要。

（委員）共育コーディネーターの活動を地域にもっと理解してもらうべき。

（委員）共育コーディネーターの活動では、講師との調整や企画に対する支援などにお

いて、時間の区切りがつけにくい。

食農

（委員）地域拠点で農業マップを作成している。食農に取り組むにあたり、農地にソー

ラー発電が増えている。



３ その他

・ 次回の地域計画分科会について

次回の地域計画分科会は、令和元年１０月１８日（金）１９時３０分から一鍬田公民

館２階集会室にて開催することとなった。

４ 閉会


